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ハンセン病とは置ｖｉ「鄙

かつて｢らい病」 と呼ばれた病気で｢不治の病｣、

あるいは随伝する病気｣として不当な譲りを受けた歴史を持つ病気である。

結核菌によく似た｢らい繭｣による感染症で、

現在では｢DDS｣や｢リファンピシン｣､その他の抗生物質による治療が可能になっている。

しかし根強い偏見のため社会的差別を受けている患者が

まだ世界中に約1000万人いるといわれている。

蕊 Ｉ 

Ｉ 
,，陰

■ 

(写真提供高松宮記念ハンセン病斑料館】

ハンナ･リデルテスト･ワィード

宮
Ⅱ

救済の系譜

コンウオール･リー ジャン･マリ-.コール

薗田￣rq■ 

鴎團
￣■丙ＤＰ■TP￣￣prP▽Ｐ

~日本におけるハンセン病救済活動は明治以降ほとんどがキのジャン･マ’ノー･コール神父(1850～１９１１）、１ 916年(大正５

英国伝道協会
■三目

』リスト教の神父､宣教師､牧師などによって行われた。１８８９年年)草津に聖バルナバホームの建設をはたした
哲汎

(明治22年)フランス人カトリックのテスト･ウイード神父(１８４９

～1891）による神山復生病院(静岡)、１８９４年(明治27年）

好善社の祖アメリカ人プロテスタントのK・ＴＭ・ヤングマン女

史による慰廃社､英国より34歳で来日し1895年(明治28年）

熊本で回春病院を開設したイギリス聖公会のハンナ･リデル宣

教師(1855～1932)､女史の死後事業を受け継ぎ日本に骨を

の伝道師コンウオール･リー女史(1857～１９４１）などの海外

からの先駆者が挙げられる。

このようにわが国におけるハンセン病救済は海外からの人々

の援助により､その礎が築かれ徐々に日本人の篤志家や､キリ

スト教徒､皇族に受け継がれていき最後に国が動き出し､現在

に至っている。これらの歴史的事実をふまえ我々の活動もこの

『。

■■ 

埋めた姪のエダ･ハンナ･ライト伝道師(1870～1950)、

年(明治３１年)熊本に待労院を開設したフランス人カト

1８９８ような海外からの奉仕者の献身的活動を範として､アジアの厩

ﾘック発途上諸国への救済活動に従事していきたい。

宜泊

_診畷
■ 

■ 

尾・Ｈ１

魁弓庶

匠一中日

■ 



理臺長謹拶

梅木俊夫

一再

梅本記念歯科奉仕団理事長

神奈川歯科大学口腔細菌学教室教授

私どもの奉仕団が､平成12年(2000年)に創立

50周年を迎えることが出来ましたのは､ひとえにご

支援頂きました協賛会員の皆様方､内外の関係各

機関の方々､並びに会員の皆様方の御尽力の賜

物と深く感謝いたしております。

■ 

私たちのハンセン病支援活動は､昭和25年に大阪歯科大学の学生クラブ活動

として始まりました｡当初は､日本国内の療養所への慰問活動でしたが､昭和35年

から歯科診療活動を開始し､昭和38年までは国内､昭和39年から昭和42年までは

台湾､昭和43年から現在まで大韓民国､昭和56年から昭和60年まではﾌｨﾘﾋﾟﾝ

で活動を行い､現在は昭和62年から始めたﾀｲ､平成9年から始めたベトナム､及

び平成13年から始めたﾗｵｽで巡回歯科診療を行っています｡平成3年度からは

外務省やJICA(国際協力事業団)の支援を受けつつ活動を続けています。

世界中にはアジアとアフリカを中心として､現在でも約1000万人のハンセン

病患者がいると推定されています｡日本でも明治時代には約10万人の患者が

いましたが､現在では病原菌が検出されなくなった人達が大多数で､それも5000

人以下にまで減少しています｡その原因は､薬の進歩と感染防止の徹底にあり

ますが､その礎は明治の初期に外国人宣教師である､テストウィード神父やハ

ンナ･リデル女史により､神山復生病院や回春病院などの療養所が開設された

ことにあります｡すなわち日本のハンセン病の減少には､外国人の社会的奉仕

に負うところ大きかったと言えます｡現在､経済大国となった日本が､国際的に社

会奉仕をおこなうのは当然であると言えましょう。

私たちは､今後も医療人としての自覚を持って活動を続けていくつもりです

が､この度の小冊子の発行にあたり､これまで支援してくださった方々に､感謝

申し上げますと共に､変わりない御支援をお願いする次第であります。
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理事長挨拶

１９５０年からのあゆみ

町医者たちのＮＧＯ

奉仕団創設者略歴･団受賞歴

公益信託梅本記念アジア歯科基金ごあんない－Ｐ1５
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理事長挨拶
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ＩＵワ ｌミノ２日

日本国内
間立猟謎所

国立獺M;所
同文漉謎所

国立微謎所
圃方澱醗所

栗生楽泉園(群馬県〉

多摩全生園(東京都）

星塚敬愛図(鹿児島県）

奄芙和光図(鹿児島県）
駿河痙斐所(静岡県）

長島愛生圃(岡山県）

邑久光明園(岡山県）

大島青松園(香川県）

松丘保養図(青森県）
東北釿生園(宮城県）

国立撒凝所

国立臓薙所

国立概義所

国立源養所
同市漉羅所

1964～1９７１ 1960～1968 

酒
立
立

台
省
徹

沖細
闘志漉薙所
圃立縦薙所

楽生叔養所

楽山療養所

台惑特別皮府科診療所

沖純愛楽園(沖瓢県】

宮古南静図(沖抑県】
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ノンサンブーン,コロニー

メラオロロニー

パパダイロホスピタル
バンハン･ヨローー
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セラプーンロロニー

アムナチャラロロニー

プラサートコロニー
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大韓民国 ベトナム

国立バンモン･レプロシー･ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ･センター
国立クワカム･レプロシー･ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ･センター
国立フーピン･レプロシーﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ･センター
国立ｼｬﾝマイ･レプロシー･ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ･センター

国立小鹿(ソーロク)島病院他
韓国内21ヶ所の定着村

1977～1986 ２００１～ 

フィリピン ラオス
国立ソムサヌーク･セツルメント国立ホセ･ロドリゲス･メモリアル･ﾎｽﾋﾟﾀﾙ(セントラルルソン･サナトリアム】

ロ
勺



■
■
 

田一

ロ

Iｼﾆﾆｺ 

霞
P 

眼下には紺碧の空､真綿の様に純白な雲のじゅうたんの上を滑るようにCX751便は一路

タイのドン･ムアン国際空港へ向けてllnijWIな飛行を続けていました｡機内は､この黄金週間

に東南アジア各地でのバカンスを満喫しようと若い男女や女同士､男同士のグループで満

席でホコその中に初老から中年の男ばかりの7～8人の歯科医師のグループがありました神

奈川､京都､大阪､和歌山､岡山､山口と日本各地から乗り合わせた､ノー･ガイディッド･オ

プショナルﾂｱｰ(これも略してN･Ｇ.Ｏ＝ツアコンのいないオプショナルﾂｱｰ)の参加者です

このツアーの行先はタイで最も貧しい地域といわれている東北部､タンサルン湖の湖畔ｺ

ｰﾝｹｰﾝ市(強い木の意)でしたその目的はこの東北随一の交通の要衝を中心に周囲

200キロの地域にあるマハーサラカームローイエット､ラオスまで100キロもないウポンラーチ

ヤターニーヘの巡回診療とのこと､５月といえどもそこはタイ､昼間の気温は42度の酷暑で氷．

でもどうして歯科医師がタイの辺坑の地､それもレプロセリアム(ハンセン病療養所)など

に行くのでしょうか?そしてまた誰がこの様なユニークなツアーを企画したのでしょうか？
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はあ1)ません。外はmIれiMfち、眼球は

典赤になって）|｛ぴⅡします､いたるとこ

ろから11111が流れだし>WjLを放ちま灸

iItも近づけないし、近づこうともしま

せん。まさに91代のエイズ以上ですら

ハンセンソ,)iに対する‐股社会の対応

がこのような１１脚０１に、l1fI和25年樵本芳

夫教授は学ﾉkの細lW学の識義の中で

抗酸性lMjについてI活され、ライ菌に|Ｍ１

しても！;ﾄﾞし<その糊1W学的特徴を講義

されました。その１i俳溌の中で先の多醗

全Ｌｋｌ《11でのことを,;,'；され、学埖たちに

脇ﾉjを,脈えられました。それにこたえ、

､'111ｹは、まだ'機ﾉﾋであった’''1桜は、ﾛ

ｲﾐ行地の弧ﾉﾉｹや僻地に脇擁されていた

AlA-ffさんのために学/'２だけの演芸慰問

}Hによるｲ剣1:をAllいつきました。

このｲﾄﾞ、iWf:|大学の学生による日本

で!,&初の激ﾗｲｲき(I:活動がその産声を

あげたのでした。

‐ 

』数ライ室ff活動の産声

でツアーラハト(,膜]沢によ（)今でいうハン

セン病ではない)としてｲｶﾞﾘﾙしました。か

つてはチャールトン･ヘストンｋ減の｢ベ

ンハー｣や、故臘俊ｲ息iIIhHi氏の秀作｢砂

の器｣などの峡,Ibiにも犠場したように家

系によって現れる病として砦えられてき

たのでした。

これは､ライIMiのｲｹﾞつⅡi状からきたも

のでした。紫ﾘiliﾉjはjjlく、４Ｍ:なお純

粋端錐すらⅢ来ない細ｌＩｌｉであI)ながら、

‐度体の中でそのli｝｣iﾙﾙ｢をみつける

と、ゆつく()と、永いｲＭをかけて期殖

し、発病してしまうので魂その｣Ｕ１ＩｌｌＩは

１０～20年の期IHIで超こぉため、いつ、

縦から感染したのか分からず、まるで

｢迫伝｣というのにビックリな''1F'１１１絲過を

たどって発病してしまいます、

発病した状態は今のエイズどころで

実:ji臘誌鷲W鍼雛
岐IillMIi『:|大学学長)梅本芳夫|＃上と,Iil〔

ｉｌ１１按鬼彦先生(人阪歯『:１大挙例'１３２

１１１１ﾉﾋ)でした。

ｉｌ１ｊｔはｲﾔきI｣、当時の4〔ﾙ〔WflI【I入学

伝染；jj研究所(現医科学研究所)での

淵'１１W学ii附潤会に参l川された時､多1噸の

全ﾉｌｉｌＩＩ１を,Mil1IIされ、ハンセンリI)i(ラィ1Ｗ

による感染ｿii2)をｿ,)iんだ幼い少女が家

１１)ｉから既離され、一人i1FⅡ叶い部１１１でオ

ルガンをＩiiiいているうしろ姿をごらんに

な')、('１か1Mif:|恢師とLﾉて､いや人illlと

して､この人達の力になれることをしな

ければならないと思われたようで魂

｜ｻﾞはライ病は遺伝性の疾忠とAllわれ

ていました。

それは,Ir〈は聖11Fの111にもヘプル,{Ⅲ

Ｉ 



町医者たちのＮＧＯ

刀
をｋげたものの、蝶金活助とlﾉては､大し

た成果が12がらなかった為｢牧ﾗｲ募金

公減｣と銘打ったチャリティーコンサートを

企IIlliしました。その川iii｢片も11N和25年の

第'''1から１１('ﾄﾞ1155｛|【のJ511jlまで30年にわ

たってその１１#代の行界の超一流の芸術

家や舞台俳優Ｍ)罪の人述でした・

この嫌なlMi『:Ⅱ郡lliだけの救ﾗｲ活動に

興味とＪｌＩ１解を,J《された､ﾘ時の里人.f殿

|｢、１１１妃殿「を始めIiL顎11M係者は我々

の4〔((でのチャリティーコンサートにflfl1jl

ご脇MIiﾄﾞさるようにな【)ました。

これら3()《|:余りにわたるｺﾝｻｰﾄの収

益は､外務符↑i:'''1Ｉの公維|(!;上｢アジア.コ

ミュニティーﾄﾗｽﾄ｣1ﾉﾘの朧本紀念救ライ

壕金（現化の''１Ｍ〈,1,1念アジア歯科基金）

の設,rに川いられました。

衝顕壽霊力)ら墓金倉IｪiEへ

染ji5)」uAffの人述にﾉ<変ﾄﾄﾞばれました。

これに矢を良くした）;:ﾉ１２述は｢lM9にそ

－の学/li達だけのijt典惣IHI椛(|:ｉ１１ｉ

ｋ－ｍｌｊは､ハンセン病(ライIMjによる嘘

の奉仕ii1imljにWj熱をlJiけ

ていきましたが､そのii1i肋

の隙tifになったのは社会

の人びとの(|＃A1と1iilHmj盗

金のｲﾘ1Aでした。

このきつの悩みを解決

するためijMI雅金iiImiIを

始め11｛(ｨⅡI(iｲ1ミリiまで後

縦述に；lき継がれていき

ました

幣紫とパう趣味での街

頭活､１１は徐々にその成鵬

刀歯科診癩霧;ff活動へ

数ｌＩＷ１繍鱒鍵説
lM1111の腿脇愛生圃の光111他馴111112や.Ⅲ

針総代の〃から｢満達が米た時だけでも

よいから|M《i科診療をしてほしい11｣との強

い喫離を受けました。当時は全lK113の11(１

１１'MjI(従ﾉﾘrですら]縮:|恢常が≦人もいない

状態でした。強い嬰論にこたえて､さっそ

くWlｲﾄﾞに2週I1U余1)をかけて全AIA汁の１１

鵬珍ｲfを光了しました。

［I腔診嫌の蒜果は惨々たるものでし

た。忠什の口腔内には多数のカリエス

と撒周疾忠とそれによる歯牙の'1ﾘﾘ1腿

失がみられました。そんな状態をjⅡ１つ

た学Z|２進は、r1分速がとるべき行｣Iiljと

１１ﾘをしなければならないかがIﾘj111fにＪＭ

解できたのでした

さっそく[:1分達のlM6るiiijl1Iiで続療器

｣↓や材料､薬,ＩｌＩの１１M述仁ﾉﾋl)11111)ました．

こうして緋ちがった器jLやilli棚を鵬え、

館llljlハンセンヅljiALMJfに対する1111ﾉﾘで初

めての、診旅ｲ饅(|:|,Ih]ﾘﾉがlMllllU『(邑久llll

隆脇愛化|側で行われました．

この話が他のＫＩＩに伝わったのでしょう、

瀬)『内海にある他のﾗｲ搬錐Diから次々

と1M$科診療権(|:の典IiI1iがあり、多くの学

/k達が休みを利)Ｉ)してそのWillﾘﾉに参ljl1し

ていきました二

７人､学ﾉ|【6人､111.13人の川jlを沖繩愛

楽隙1へ送I)Ⅱ}すことができました。

このlllL｣や器材の輸送には｢命の保障

は側しない｣との契約のもと、'１系211ヒ

タカバヤシノJIM･の添来でｲEII米軍のC５４

大jiu輸送腱でj止んでいただき､この時の

il1tL法､'liiii送､jmuu､食料,；M逆､対外交

1.ｉとの１鮒ﾘ【i｣iなどが､その後の台湾､郷

111､フィリピン、タイ、ベトナム､ラオスヘと苑

腿していく獅外,診療の礎を築いていった

のでした｡

1960ｲ|葛(１１｛{ｲ1135)から始めた占領下の

iI1l靴での第１次海ﾀ蝋ﾗｲ歯科診療準(上

活動は途''１２～３ｲﾄﾞの１１１断はあったもの

の、1968ｲ|こ('1/1ｲⅡ`13)まで続けられ診療

英人散は約1()()()人以１２に逸しました。

、憲薑薑i礫 llillﾉlffjmの振腱)ﾘ『で

の約[()ｲ|《にわたる,惨ijli繕

(hiiIIilに災紙をiIItみ１Kね

てきたザ:'１（｣＃if:1.1ｼ（１）,!i進

は､|Ｗ「1135ｲ１４，１１１１#はまだ

米ｌ１ＲＩの,Ii航続論1｢に{if力、

ｵ反いたiIlljilUに１１を1ｉｌ１ｌけ、

征I1Wrll11}I:会ﾘﾄﾞ雌IJIとノキ

liili:lll1することによ')、第

１'''１のil暎外派泄牧ライ,１１１

利診jjMｲﾎﾞ(|:ﾄ11を,Yii1(剛,iｉ

鱗
瀞 ■ 

￣、

閂
エ

芝DＰ
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Ⅱ
夕

海ﾀi(診療活動の始まり

そ:鞠嚇幾１W:２
タリークラプなどで救ライii1im1とハンセン

捕に対する杵紫のための諏波を#IIi〃１１０

に行づていました。

あるLCでのi&演会で教授の;＃iijiを聴

かれたI隠衆の１１１に故Ⅱ|崎誠蔵光/ｋ(！（

((１Wiｻﾞ}ノミ'j::Ⅱ}身)がおられ､脈:Ⅱシミ|),liと

Niｉ'ﾄﾉCJW)学'kによる社会Ⅶ§(l2ii1iIliljに

人変感銘を受け'１９心を示されました。

ご｢１分の)i1r偶する茨木LCが台北,|』.'上

[ﾍﾞ鱗7LCとlllli妹凹係にあったことから､台

北の親しいメンバーの一人である戯lWF鯨

脹I11iにこのIWFをされたところ､ぜひ１１１糀比

Ｉｌｉｌに来てⅡHきたい､この泰({ｺﾞi1hlⅢ)はまさし

くライオンズ#Ilj神のIji(点"WesCrvo,､であ

I)､令lhi的にサポートしたいとのり'し川が

あＩ)ました。1964〈1:(11{ﾄﾄﾞⅡ39)｛1:､イミ､11の

瞳lLl上での海外診療が１１if1帳IMil3人､学

ﾉkl()人で台湾の楽′12療錐院で行われま

した。

１()71年{朧本好ﾉﾐｉ１ｌｌｉ１:が雌IiLlMil1:ﾄﾉ<学

(ＪＷｉ２の!;ﾘjllﾉ〈学IMi'jt$|j)初代`1::｣とに就

任され'1皮ｉｉｉにもｉ|:会ｲfll:ＩＭＩ牧ﾗｲｲf(lgﾄＪ１

が川求､この第１次f7瀧派jnに初めて'1皮

IiL歯f:}入準一lU1ﾉﾋの'』た'kが3人参ljl1し

ました。

1968(１１【{FI1-l3)年、Ⅱｲﾐと(i川Ii1のl1il父

が|[Ｉ復してわずか3ｲﾄﾞしかたづていない繍

Ｉｌｉ１で凶際親鱒の意味も含めて救うｲｲ鶯仕

iiIi勅をやづてみてはというi,Fがｲｷちこが1）

ました。トHjlの)M1松克彦光ﾉﾋがｉＩ川l新

のは典伐IIjの211ｹﾞ頃でした｡

さっそく1ﾘj11UIから,惨派|)||始､ｌｈＷｌの術

森と診撫Drまでは/|〈炭llfを使って40分、

まずM|世をｌ１ＩＩけ,没`１Ｍ．､ｊＵＭｆさんには番1J・

札を灯からかけてもらい､雌には｢壁カル

テ｣と粉付けられた作雛I:秘進行炎を賑

I)付けました。診派の内容は外科と補綴

に分かれ､外科はほとんどが抜歯処健

補綴は獲鯛の作製でした。

学ﾉk述は光ﾉｌｉ〃の助手で灸外科で

は懐１１１Ⅱj焔を11鵬1ﾉﾘに!!((らしたり､外f:｝

#＃｣Lのilii雌とfll111ll八hli級に行けば印象

lＩの純ｲⅡ､|;１１象採11|L後のﾄﾚｰを技｣:宝

へ持って行づてｲ｢･)ｻﾞ流しと||くむ暇もあI)ま

せん。４f｛|:inmlをⅡの､'ｉたりにした韓脚

のハンセンブ,繭JUllfや11111)のUU係粁は、凶１

時』ﾄﾞ|舟)|旦疑で接しﾉていたものの､診療が

進むにつｵrて11ｲﾐの牧ﾗｲ奉仕N1に対す

る理解と１A航が１１iし蝉に11ﾉﾘのラジオ.Ｔ

い断|}Iなどで私述のii1hm)が報道されま

した。そのＩｌｌで我々がjlkも盛｣1Wした称賛

のメッセージは｢このI珍撫は10()人の１１本

人の外交↑｢のⅡ:'１Fにも勝る｣という・行

でした今

11Ⅱ人阪｝l:公,Ⅱ陥卜１１と水ＩＪＩ

とでこのiﾙをまとめ､米鮒５

空11[のM1〃も１１}て１１〔H(･n

Il1からlIillIIilの企illi空港を

総IILて光州へ人ｕと物

盗を空輸しdliさました。

光州からはバスで約611#

|Ｍ１、｢llUlﾘ１１１ｲﾐをたったにも

かかわらず11｢１９地の蝉IKl

fltﾉこの1'１１１/:ライ療腱)i)rで

ある/ＭＥ(ソーロク)仏>(済

州ﾉﾙと桃11(１本|:との１１１１の

Ⅲ〔シナ脈に浮かぶ弧脇)の

lIilM､ＵＷあり,ljl虎に沸いた

鰯

つ、

､●￣ 
脾＝
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刀
した。ＭＭＸ救援はIMIｲ{ﾐに行った初の蝉

111における救うイイ剣I:Wi1IM1での苦労iWi

や､ライ1Wの細'１Ｗ:１１りなﾔﾋ状なども含め

｢１分が20ｲ１２にわたづて行づてきた奉仕ii1i

動のｌｉ門をいっきに,ilil)かけたのでした｡ハ

ンセン病という内蝋こも鮒いたが､それ以

上に蝉ＩＩｉ１人である1.1分ですら知らない東

シナ海の狐ljBにある療錐所にロ本から

多くの歯#:}|ｸﾐNiや学'kが榔同のハンセン

凪特のlWiﾄﾞ11ｹ瓠<のためにやづて来ていた

ことに深い感銘を`退け､さっそくソウルに

ライ毒壮会コロンjﾌﾞﾃ計画ﾉｳ漣んだ韓国数

U1fについてlｲﾄﾞ'１１１の１１)}修を受けることに

なづていた。ノと阪獅「:|･人`､jtlilⅢでは受け入

れのためのjll､li歎授をlhMUI}ﾉﾐ教授と

して､彼ら8人をlｲ121111にわたＩ)公杁j1iに

ｌｌｔ１活することになりました

その''１に郷ililからやって1(た割Ⅲ〔洙

(ユートンスー1iiiソウル人'jtN:ii:}入学'１１

９１線科教寵教授、、lillf37鮫)がおられま

第蟄lWMiWql篭'礫Viiif；
(１１(ﾄﾄﾞⅡ1.1)４ｊｊに、第21【'１の政府受け入れ

W(学ﾉﾋがﾀｲ、イン時シ天パキスタン､フ

ィリピン､ボリビア､１１１雌氏[Ｈ１､柳ＩＲＩからﾉ<

llMi:i:|大学仁やづて来ました｡７力l1ilの政

府機１１Ｉよ')派泄された優秀な8人のliF｝

ﾙﾐlIli述であ1)､それぞれ希望するＩ,ilIⅡ分

Ｉ 



、院閨たちのＮＧＯ

はさっそく入学1ﾉﾘにソウル人`､jtIWif:}ノミ学

救ライ繕ｲﾋ会をnlI没し、以後25ｲ|{のl111こ

のiimliIは継続さｌ丘います?》

ハンセン病を〕Ⅲじてﾎﾟ,Iiば;ＩしたⅡ<M1のＩ１１ｉｉ

弟lIU係は1982ｲ１２大きぐ化|}}lき｢Ⅱ:'11法人

鮴1lil紋ﾗｲ穂(I:会｣のI没,Xとなった。これ

はN(;()の兵髄である｢人｣の行成を,1t祖

したもので単なる物,Mの援助のみを先行

させたものではない良いケースであったら

Ｆ紙を１１１:いて､lilllFインターンであったlﾘIlKト

ｌ１ｉ(ﾐｮﾝ･ノチュル)光'１２にlMif:Ⅱｿ(|Niどj:：

'kをⅡきめるように猯示しました。

その；('rIlL7j1l7[Ｉ～8)１２１１までの節

２次郷|H1紋ライ歯科準(|:iiIimjに､ソウル

ノミノ』たからも歯下:}医師2人と学'k1人が初

参１１１Ｉすることにな')ました｡割助教授も且

Ⅱくみ''１であったため､怠遮､蝉阿仁・'１＄

Al}|'(Iして参DIIすることにな')ました。

このI|鯨合1'ilの擴ｲﾋ活助が契機にな

【)、Ⅱｲﾐでの{川修を終え),,}IRIした劉先ﾉIゼ

刀
を依頼し、各IMiPlﾉ<学や歯ｆ:}医師会を

駆け１，１１)inIIilへの協力とJMI解を求めたが

良い結染は１１｝られませんでしたｃ

その':lljIiiIiMｲfを含めて約1()年1M]の

ﾌｨﾘﾋﾟﾝでのiI1ijiI11l1､このｲ剣|自活動の２

本のｲ1iであった伽11機!/Z彦光ﾉﾋと祢本芳

夫教授をつき､つぎと亡くしｲき(I:}１１そのもの

も存続の危機にさらされました。

マルコス政Miiの終聡と共にﾌｨﾘﾋﾟﾝを

撤退せざる１１１Lなくなった我々は､厚姫省

よ{)llllfUしていたｲl;比Ⅱ本領'１F館の医師

の丙蝋がすごく心にﾘ1つ卿かづていた。

「ﾌｨﾘﾋﾟﾝでよい成染をあげられなけれ

ば､これ以上Ⅳjへいつ「てもだめでしょう。」

今まで3()ｲ１３以上も続けてきた救ライ窄

ｲ|:ii1imllr1IｲﾐがⅡ#代のニーズにそぐわなく

なったのであろうか､などと考え始めると

もうこれ以上パゾドするのは無JMlかもしれ

ない…。そんな''１，新たな候補地をさが

すため各ﾉﾊiiiへの'''1い合わせや政府筋

への打診の識IlL､ｎｌｌ１ｉ会でﾀｲへのﾂﾞﾄﾞlil

調代が決定されました。

フプリピンでの苦難

第淫瞳撫慧'１輿ｉＭ
み11)した。２～3ｲﾄﾞIiiiから)illl松鬼彦光ﾉｌｉ

によ'),MiIﾘﾘｲﾋが行われ診；M(地の選定、

`uHW)11勝検診などは終わづていました。

そこはマニラから約2時間ケソンＩＩｊの郊外

にあ[)､比ｉＩｌｌＩＡ人のハンセン術サナトリウ

ムであるセントラル･ルソン･サナトリウム(現

ホセ.ロドリゲス･メモリアル･ホスビタル)で

ある。ﾌｲﾘﾋﾟﾝでは隔離政簸をとづていな

いため１１Ｍ(的で広ﾉこな倣地の111で山什

が家族と緒に樺らしていました。

スペイン型太]ﾄﾌｪﾘﾍﾟにちなんで命紛

された[]il粘､その'''１も|ﾙﾑ〔で111つからlUI

るい､物ﾘﾄﾞを依IMiするとすぐにﾘ|き憂けて

くれるが､なかなかやづ1百くれない。Ⅱイミ

や蝿Ｈ１､Ｉ１ＪＮなどのH(アジアのｌｌｉｌでのlll

lii観や常識は迦)１１しないいざ(|:ﾘﾄﾞを始

めるとなかなか歯'|(が合わない。禅lIilで

良い結采の得られたＮ(;()をフィリピンで

もとの願いから､現地〈１１仇のＩＭＡ人jln訳

トシコ･ホンダとミドリ･アキノ久山にも脇〃

…￣静言繍:j1i小顕０ '''1i1裏1HliiililiL｣i霞L鷺篇■ 
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刀新天地[タイでの活動

現駄刷蝋鯛シ
イ令上にハンセン病医療施設が点ｲＩ上て

いる。.u1打とその家族は離散することな

く､l）瓠(施股内やその周辺に家を柵えて、

--紺に媒らしている｡

ＴＨＡＩＬＡＮｌｎ (1987～2001） 

タイへの寄贈品と寄付金額の配分

【別麦】）

1９８７１９８８～ ～HIIIIII 2００１Tbtal 

Vehicle 4,8000000 21,105,340 

ｒＷｗｎｃｆｍロバ『ｎ両

4640742 60770,345 
＆Repair 

DentaIEquipmenI 
＆MatenaI 

6561564 

6,574,230 

23’754,768 

6,574230 
10569,200 1,075,680 1,013,859 

口
１
４

PaymllofstaWS 377.352 ４３２１３９Ｅ 4９０８８，９５６ 

Invitingoiilaining 1,O63p44C LO63o44C 

Drugs 1440249 1３１０４５０ １０８５１，８８s 

V65,208,968 1面罰

というポジションは`l～5年で交代するた

め、われわれは継続的な交渉窓１１を彼

辺の、バンハン､セラフーン､アムナチヤラ

のイト療推所に巡''１１１鯵ｿﾞ】I<を繩{)返し行うこ

と定め、卜1本側のiiV助〃針や暗え〃を

醜いてきた。

その後､CDC側よりﾀｲllﾋﾉ〈のハンセン

病医療施設のある』|〔北部に行って欲し

いという要望があった。この地域はﾀｲ内

ごjI1も貧しいとされる｣lh域ご人々は腿

梁と１１１稼ぎで'klilを仏てている。Ｍ１,樅の

緋来､その東北部災iiiのlll1ljコンケン１１J

に拠点を腿き、ここから3()()-10()k、)制

とになった。巡lI11i惨撫にとづて､!【とも必要

な車両は､他の地域のﾁｪﾝﾗｲ､ババダ

イ、スリンを含めて7台Hf脱し活動を維持

してきている。

この活助には、９１地スタッフや、Ｈ本

の好滕社から派近されている阿部春代

ナースに､jmJ(とじｄ'1kノルて頂き､口腔

衛生脂jWiや外ｲ:}処Wt､ＩＩＬ存処職等を'１１

心に､多大な)JIlijlLを上げている。現地の

タイでの交渉窓口は､タイ保健折の【１１に

あるCDC(CommunicableDiseaseC()〃

tr()1：伝染病]z防局)である。CDCは伝

染病に１１Uする多くの課より朧成され、､Ii

lllFのライ〕ろ防課の課長はパラチョンポン

久山であり､ツ２勝はｊｌｉ務宿のサチアン氏

であった。彼はﾀｲにおけるライ〕膠防･ifi

ljMプログラムを任せられ､対外的な窓１１

にもなづていた。どの国のfT1fでも、,Ⅲ腿

■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
０
■
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Ⅱ
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Ｉ
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1９８７ １９８８～ ～２０００ 2001 Total 

Vehicle 4,8000000 210105,340 

COnStduciiom 

＆Repair 
4640742 6,770,345 

1,569,200 1，０７５，６８０ 1,0131859 
6５６１５６４ 

6,5741230 

23ｺ7５４，７６８ 

6,574,230 

PaymllofstaIfS 377,352 ４３２，３９６ 4，０８８，９５６ 

Invitingofilaining 1DO63u440 1,063,440 

Drugs 144,249 
ゾ！

1310450 1,851,889 

Tbtal # V65,208,968 



町医者たちのＮＧＯ
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歯P}･暖師達も、われわれの活IMIが腿１%）

するのに従い、Ｍ１ﾉjをI|】し川るようにな

った。そこで､協ﾉjlｸﾐのための研修セ

ンターでもあI)、lMirI,惨振ﾉﾘrとしての機

能を鞭ねMiえた｢ｉｌＭｘ,id念1MIi科診療

所｣を199'1ｲlﾐに１１１１没した。タイにおける

奉仕活動は、1987年よ')１５年1111継統し

ており、多額の資金や満材、'１[iII1j、診振

機材等が(別表１参11(1)が符:１１Wされて

いる｡そして、2000年に､このiiIilIil1に

必要な人材育成のため、ノンサンブー

ン療錐所にfiMifする、、1..Suwitをlqll余

１５年Ｉｌ１１のﾘﾄﾞ雛継続のおかげ冠むし歯

や1MiWi臓川をもつ凪考数は減少し、代わ

って多くの`MA昔や家族より､義歯の作製

の典望が脚ま1)、2001年征タイ日本人

Mi館の協力を1MLて､銭歯作製のプログ

ラムがスタートした。これに伴い、タイで

の筏iWi作製をよりjhj皮なものにすべ<、

2()()2ｲﾄﾞにﾉﾝｻﾝﾌﾟｰﾝ撫獲所に勤務す

る､IWilWMmI11iのＭｒ.I（omkris1を大阪歯

ｉ:|火ﾉﾂ:ⅢⅢ';彼［｣ｺﾞｻﾞ:枝に､(ﾘ｢修留学の

ため)({jlWし、IVi科技1:技術の移蛎を'２１

つ「ている。

川歯『:ﾄ入学にｲｲＩＩｉ１Ｉ

し、研修終「後コン

ケン'１丁のI淵ｲ:},診探ﾉﾘ『

で､ＪＭ｣|uスタッフのリ

ーダーとしてハンセン

病ｊ山什のＩ１ｉ１:}桁療に

従'1Fしてもらっている。
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■。極禽主義国における初の活動

ベ』鰹臓蹴息
で､1,1i々しさを感じた。タイでかなりの手

応えを得ることができた我々は、初めて

の社会韮腱Eilでのハンセン病忠稀の111ｉ

利治擁プロジェクトを進めていた。アメリ

カは､ﾍﾞﾄﾅ:ﾑとの側係改膵を図ろうとし、

ベトナムではドイモイ(ill新)政策の光が見

えかけ､人々の心にも少しのゆとりとIHtか

ざが感じらｶﾞむていた頃である。

従川,氾念ＩｌｌＬ他MM111ｲ1J1の脇〃の「、

1996年ベトナムとの交渉窓１１を、Nat-

ＶＩＥＴＮＡＭ（1997～2001） 

ベトナムへの寄贈品と寄付金額の配分

1９９７１９９８１９９９２０００２００１Tnf剣

DentaIEquipmenl 
＆MatenaI 
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ionallllsliulleofDermatoVbncr・

eology(NＩＤＶ)のファン･バン･ヒエン先

生とし､21111の現地iiM盃を行ったが､なか

なか１１本1Mの葱1ｈ]が伝わらなかった。

｢他A1(なhil比でさえ､また卜分な歯科治

振を受けられないのに､どうしてハンセン

病鵬什を優先するのか？｣といった疑ｌ１ｌｌ

である。

しかし、ルキン･ヅエ先生の｛f｣h腓によ

って､交渉がiii逃し始めたのである。彼

はハンセン病忠若の父と称えられ､抗仏

ＩｉＵＬベトナム戦争の生え抜きの戦-1=であ

})、イ噸な,誹人でもあった。臨床に於い

ては､常にハンセン病魁巷のfll:しみや、

悩みをllHきその解決に努力を'１１fしまない

灰Imiでもあった。

その緒Ⅱし、1997イドバクニン地IXQua

CamLeprosyCellLerのＤ】･汀ｉｎｈとタ

イビン地lXVanMoJlLeprosyCentcl・

の、1..Tboaの協力のもと､うち防活動やl塗

療技術措導、歯科医iMi機材聯の街:111iに

jit点をlFiいた活動が|)M始された｡この活

動を知ったノミ阪術陵ライオンズクラブより、

1999ｲﾄﾞ11ノバalnIonLepr()syCcntcr

に#i科診擁ユニット(25()〃lIMI1｣1)が瀞

11Wされた。

２０()'ｲﾄﾞよ【)新たにPhuBinh及びXuan

Maiiiimlf養所が対象に､,,えられ､いずれ

にも現在歯科'剛､の配,ﾘi､灰擁施設もな

く、’:に抜歯を''1心にした外科処１，Hや.Ｊｚ

''１jiilimjを行づている｡しかし､,,i科,長iM(の

供給体Ｉ１ｊＵのｲ《十分な,Ｈ１では､水』,(業が

歯科受診の]''ｋ－の機会であり､さらなる』,卜

堆拡大の必要性があると考えている③
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■ 
巻はもちろんのこと､その家ﾙﾐや揃院の

職上｣も治擁を希望するようになりその典

瑠にも応え天いかなくてはならなかった。

創立以)'450ｲﾄﾞの'１１で医iM(を取り巻く環

境やハンセン病に対する理解も進み当初

の活吻の主旨も少しずつ変巡を遂げて

きている。これからどのように進んでいく

かは交渉|'ｲあってのことである。今まで

の経験をｉｉ１ｉかし手探りで進めていくほか

ない。アジア縮図のハンセン病凪将数は

まだまだ400万人以上といわｵrているその

多くを抱えるｲﾝﾄﾞへの道はさらに険しい。

倉M立卯j訂年を迎えて

救二緋MlHW:謎ilHMi
l996年｢らい]参防法の廃''二に１１Mする法｛ｌＵ

の公布もありLilの瑞称を変災することに

なった､}雌本,氾念歯科4§仕ＩＨ(Ｕｍｅｍ(〕t(）

MemorialDenlalService(}roup)とし拓

称から救ライの文字が収I)除かれたので

ある。そして2001年5）j熊木地我の｢らい

]多防法迷惑訴訟｣の''1決に対ぱliilが控

$派しないとし判決が砿だした。こｵrでI」

本のハンセンヅiii想若は粘支ともに粘騨の

llj1復と保障がなされたことになった。１１本

での忠:iif激も4600人(平成１２年５月jUMl:）

をわるようになった9Ｍ;JUA者の1妬均年令

も74才となり新A1Aの先ﾉkも1桁にとどまI〕

ていることを考えると､あと20～30年で１１

本のﾊﾝｾﾝﾂﾞ付忠瀞はいなくなるであろう。

我々のiii動も戦後25年が過ぎIIi11ﾉﾘの

ハンセン病撫鑑所の恢旅環境が糖づてき

た頃､より忠まれない[嘱療環境のアジアに

１１をlfijけるようになった。［1本と拠な【)ＩｌＩＩ

放政策をとづているFRIが多かったため`魁
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－オス人災災i2j1i和ｌｌｉ１、人1-1520

フ万人｡,11,1i,､ﾐｬﾝﾏｰ､ﾀｲ､カン
ボジア､ﾍﾞﾄﾅﾑの5力ｌＩｉｌとＩＲＩ境を接し､iiリ

のない内陸If【１．''１名はラオルミのラオを襖

政形にしてラオスとＩＩＴばｵrている。ベトナ

ムでの､ネ1:会に炎''１１との折衝の難しさを

総験した我々は、ベトナムの隣ＩＲＩである

ラオスでのハンセンヅIijの』M状もiiMｲﾋﾞする

べきであるとの紺,論に逃し､２０()0ｲ1苞3)｜

よ【)ラオスのｿﾞﾄﾞ|)ii,i１M代に恥1)Ⅱ)した。、11

11$の11本大使は1;ｲｲﾐ,!『範氏(2002ｲﾄﾞ３

）1に退職された｡)で､樹イリ〔使御夫変

を始め、関係lfilill・'１１のごﾉﾂﾉでハン

セン病処.齢のｌＷＷｌｌｌ)ＵＩＬや|シミ嫌施設の

祝祭はことのほかスムースにjiljぴ､ラオス

の窓１１をＤｅｒｍ;11(）Lcl)1･()1()gyCelllcr

のI),.､KhienCJayaW()11貝とすることが111

ＬＡＯＳ (2001】
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来た。２０００ｲﾄﾞｌｌｊ１にはＪＩＣＡの小規Ｂｉ

ｌｌⅡ禿パートナー'1蝿に採択され、11｛業llI

lriが'１１iiiのように魁われたが､1iiliIfの迷

いや､ＪＩＣＡとﾗｵｽuk)<iとのl1lIに思惑の

ｲⅡ述があIⅣIF舵llMflまで炎に､ほぼlｲ|<

を(１１やすことになったその'Ｈ１、ノミＩＩｌｉ雌

のﾉﾉ々や現地JIcA1MlfDiの皆朧の献

身的なご脇ﾉﾉによ1〕､２()()lｲﾄﾞlljIに､よう

やくSoms()ｎｕｋＳ(』【tl(､ｍｃｎｌのハンセン病

AMbとその家ﾙﾐを対映に、IMi科診療iiW

uﾘﾉを|)}I始することが１Ｍ（た。

２()()2ｲＩ２ｌ２ｊＩま丘,i1.51ⅡIにliづてl1li7:｝

|)(1)11iを派遊する・恥ＳＣＩ【lla【hiralh病

院の11W↑:|仮lIl1iのM1ﾉjを１１↓て、）Ｉｌｌ１１Ｉの

定IUI|｢MJなl締:}診蛎,TimIが↑｢わｵLている。

まだ､２ｲ1三１１の'１i雌であI)、今後対象11ｕ

を肱ノミした巡ｌｌｌｌ１Ｗｉｌ１,惨派に|路ｲ:}のサー

ビスをＤＩＩえ、虹にはｲ|:政llj1のフットケアー

を|)「せて爽施するIilll1liである。
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｢|分のⅢ来ることを継統して↑｢う`|$に尽

きると思っている令

戎々の救ﾗｲ稔(I:iilhHlにしても約50ｲ'二

１１１１にわたづて縦統にきたりＩに人きな懲義

があるように思われる。靴統は｢ﾉ｣｣であ

ると１１１Ⅱ#に､イⅡ下に対すゐｲf(|:だ援助だ

とI&づていたりiが､'ﾉﾐはどれほど''1分｢｜

身に救えられる,ｊｉが多かったことか…。

また''１分といろいろな人や|'(1との1111にか

けがえのない偲頼や緋がﾉﾋまｵ［てくること

もIlf1111が教えてくれたのであった。

ＮＧＯとしての活動

最期Ｉ蛎羅鰯，
テレビでⅡ本,Wiにはボランティアにあたる

趣､【iな}i蝿がｲＭＬないのではないかと

発荷さｵrていたが､我々もその迦I)だと忠

づている｡我々のグループは50ｲ１２も前から

稚Ⅱﾆﾄ１１という'す蝋をイリルズお|)､その英訳

もServiceGroupとな学天いる｡馴染んで

いるためか､このﾉﾉが(ⅡIとたく１４１分のやつ

ているﾘﾄﾞがJ１M解しやすいように思われる。

ｲ堂Ⅱ:活助というものは1,1らの葱,踵がどん

なに岡潔で螺,刊なものだと忠づても､机下

あづてのことであるく，どんな'X派な;戦,趣が

そこにｲjYI：LﾉてもｲⅡ下が｢ノー｣と!すえば

そこまでである。つまl)Ｉｉﾘを１１１Ｆが望んで

いるかを見極め､’１１Ｗ)欠排や､プライド

を|"つけないような配(｡iが．齢人切であ

る。つまI)そのiiW1Wに虻flい過ぎずに、
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【奉仕団創殴者略歴

「
』

幻略歴

〆可 明治40年６月25日

昭和18年12月

昭和24年７月

昭和46年２月

昭和46年４月

昭和56年３月

昭和58年12月1日

東京都赤坂区伝場町に生れる

大阪歯科医学専門学校教授(細菌学講座担当）

大阪歯科大学教授(細菌学講庫担当）

岐阜歯科大学学長､学校法人岐阜歯科大学理事

大阪歯科大学名誉教授

岐阜歯科大学退職

逝去

《兎_二 」

故梅本芳夫博士
の受賞歴

昭和17年８月

昭和20年７月

昭和53年11月3日

昭和58年１２月１Ｅ

叙勲五等瑞宝章

叙正七位

叙勲三等旭日中綬章

叙従四位

【団受麓歴

「
４

命同巴､雷犀

大韓民国大統領より冬柏潤

第27回保健文化賞

タイ保健省CDCより表彰

外務大臣表彰を受賞

昭和49年

昭和50年

平成２年

平成４年
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梅本記念歯科奉仕団は

みなさまのご寄付をお待ちしています。
■ 

ｱｼﾞｱ各国から我々に寄せられる期待は大きく､私たちはそのすべてに黄金的に応えることができません

どうか皆様の暖かいこ支援を梅本記念歯科奉仕団ではお待ちしてい：戸i‐

私達によせられた浄財は我々のアジアでの歯科診療奉仕活動にあてられると共に．

特別基金梅本記念アジア歯科基金の基本財産にくみこまれ§三)‐

1950年から行ってきた街頭募金やチャリティー.コンサートの収恭今をもとに、

1979年11月7日外務省認可のもと日本初のアジア゛コミュニティー.ﾄﾗｽﾄ(基金

型公益信託)が誕生し､その内に梅本記念救ﾗｲ基金(現在は梅本記念アジア

歯科基金)を1983年６月に設立しました。

アジア･コミュニティーﾄﾗｽﾄ(ACT)の特色は､運営委員会のもとで専門のスタ

ッフが直接アジア各国に赴き､状況を確認直接援助を行う点にあります｡また助成

後も一定期間にわたってスタッフがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの週ﾃ状況をモーターし､ご寄付い

ただいた皆様の善意が正しく効果的に使われているかどうかを確認しております。

0 

寄付金及び賛助会費のご送金先は…中央三井信託銀行日本橋営業部

･口座名特別基金梅本記念ｱｼﾞｱ歯科基金・口座審号普通預金/8205821・郵便振替口座話号/001-00-6-19755
【

1円
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梅本記念歯科奉仕団事務局

~本部． 〒230-0003神奈川県横須更市稲岡町8２神奈川歯科大学ロ腱細菌学教室ｔe1.0488-25-150Ｕ

､大阪支局】〒588-0011大阪府大阪狭山市半田1-872-6田ロ歯科医院内梅本記念歯科奉仕団 理事田口功telO72-388-2177


